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Convergence mapの例： 
左がN体シミュレーションから求めたデータにsmoothingをかけたもの 
右が楕円率のノイズを加えてsmoothingをかけたもの	

2D Poisson eq.(Σ：質量面密度)	 Convergence	

左図は[1]による結果である。 
w=-0.8(青), w=-1.0(赤), w=-1.2(緑)で 
銀河はz=2.0のplane上にあり、3°×3° 
のMapを用いている。楕円率のノイズを 
加えた後、smoothingを行っている。 

Medium Peak(0<κ<0.06)で 
顕著なモデル依存性	

右図はMass functionによるピーク理論 
予測と、N体simulationによるRay tracing 
との比較である。ここでνはS/Nである。 

S/Nが大きいピークに 
ついては理論フィット 
が可能？	

Mass function と普遍密度プロファイルを用いた 
ピークカウント理論予測のw依存性　	

ダークエネルギーのエネルギー 
密度の時間発展のw依存性	

w=-1.0と比較してw>-1.0のモデルはより早くDE優勢となる	

ピークカウントは相対的に下に移動	

w=-1.0と比較してw<-1.0のモデルはより遅くDE優勢となる	

ピークカウントは相対的に上に移動	

Mass functionのw依存性	


